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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
種については大きく分けて３つの概念、つまり種についての考え方がある。
それぞれの概念は「形態学的種」「生物学的種」「系統学的種」である。
形態学的種：「形態形」で分ける考え方。私たちが無意識に種を区別するときは、この考え方が働いている。例えば、ヒトとチンパンジーが別の種だという場合、ヒトとチンパンジーそれぞれの手足の長さ、頭骨の形、体毛、鼻や口の形、体色などを比べて種が違うと判断している。
生物学的種：群れの中では個体が自由に交配するが、他の群れの個体とは交配しない集団の事。
系統学的種：多くの個体化rDNAの塩基配列を決定した時に、ほとんど違いがなく一つにまとまるグループを「種」とする考え方
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
自然生態系が持つさまざま働きのうち、人間生活に恩恵をもたらすものを「生態系サービス」と呼ぶ。生態系サービスは供給（生態系で生産される食糧、木材、衣服など生活必需品を供給する機能）、調整（生態系が環境の変化を緩和し、人間社会に対する影響を和らげる役割を果たしている）、文化的価値（生態系が文化や精神の面での生活に豊かさをもたらしている機能。レクリエーション利用や審美的価値など）、および基盤的（生態系サービスの土台を築くもので、そもそも人間社会を含む生物種や生息域が存在するための環境、即ち命のインフラを形成している機能を示す。
に大きく分類される。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
生物種の存続を脅かしている一つの要因は、地球温暖化だ。このスライドは1979年から2003年にかけて、北極の氷がいかに減少したかを示している。温暖化は、熱帯や亜熱帯の生物に大きな影響を及ぼしている。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　鳥類の現生種は１万種ほどだが、化石資料に基づく推定によると、これまで鳥類の総数は１５万から１６３万種に及ぶ。
地球上の進化をたどると、絶滅の割合が非常に高い時期が見られる。
大量絶滅と呼ばれるこの様な事件は５回起きている。
過去に起きた５回の大量絶滅事件は自然現象が原因で、気候等に大きな変動が生じたためだった。普通ならたいていの動植物が環境の変化に適応できるが、その限度を超えていた。
６回目の絶滅は、地球の生態環境に人間が直接影響をおよぼせたせいで、起きている。地球の気候に人間活動がもたらしている大きな変化。、
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　いま、ある場所に５種類の生物がいるとしよう。その内の１種類がいなくなった。後に残るのは何種類？もちろん４種類。それ以上でもなければそれ以下でもない。まさにその通り。しかし、これは相互作用がない場合にかぎっての話だ。その種が他の生物と何らかの関係を持っていると、途端に話は変わってくる。もし、いなくなったのが植物で他の生物がそれしか利用できないとしたら、後には何も残らなくなってしまう。一方、その植物の繁殖力が旺盛で、このため他の植物が生育できなかったとしたらどうだろう。これまで排除されていた多くの植物が侵入し、逆に、種類は増えるに違いない。このように、相互作用の在り方（相互作用の多様性）によって、種の多様性もまた大きく変わってしまう。他の生物と何のかかわりも持たず、単独で生きている生物はいないため、自然生態系では生物間の相互作用の在り方が、まさに生物多様性の命運を握っているといえるだろう。
　地球上のすべての生き物は、互いにクモの巣のように、網目状につながっている。孤立し、単独で生きているという生き物は存在しない。
複雑で密な網目のどこか一か所が切れても、ほかのつながりがリカバリーしてくれる。
これが、生物多様性の持つ意味である。
　しかし、地球の生き物の世界の網はいたるところがほころび、かなり大きな穴が開いている状態である。どこかもう一本のつながりが切れたら全体が崩れ落ちてしまうかもしれない。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
生物多様性問題を正確に把握するための広域かつ長期的なモニタリングを実施し続けることが必要だ。このようなモニタリングは、世界の海洋生態学者や市民ボランティアが手を結んで始まりつつある、日本でも「モニタリング1000」の一環として、沿岸生態系の長期モニタリングが２００８年より開始されている。
（「モニタリングサイト1000」とは、全国に1000か所程度の定期観察地域を設け、同じ方法で観察し続けることにより、生態系の変化をいち早くとらえようというプロジェクト。100年以上という長期間の継続観察を目指している。対象となる生態系は、森林から里地、沿岸域まで、様々な環境が含まれている。）
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